







炭水化物含量の変化に注目し,幼山が生育するに従 って血 リンパ中の トレノ､p-ス含血 と
組織rr,の クリコーゲ1/含iaが 増加することをみた, また,越冬rf=r脂肪体の グリコ-ゲソ




ラベルした グルコースと ウリジンホスホグルコース を用いて, 弘し壁による代謝速壁の適
い,ならびに各組織でのそれぞれの代馴勿のとりこんの適いを調べた.
山の飼軒17-木次験迷flにE'1/,)｣された当附だ'B,cl)山神 孝氏に感激の怨を滋する｡





14C化合物は D-glucose-(U)-lC(以 ~卜HC-glucoseと略 記)と Uridinediphospho



























7 液シソ用バイアルビン 8 ゴム栓
って採血,抽出した.すなわ
ち,採血後 リンゲル液中で酢別し各乱し織に分け,それらを80% ェクノール,5% TCA
で順次抽出した.抽出残班は陀煉後エーテルで LILl抽出した.
14C一活性の測定
_L記80%ェクノール 抽出液,5% TCA 抽出液各 1mCを /,-ィァル ヒンに と りL｢記
の紬 戊の ジオキサンシンチレータ-を10m2加 え, 液 体 シソチレ-ション カウンター
(AlokaLSC651:El本無線体型学研究所製)で測定した.5% TCA抽出液iL3回等｣Ji_oj
エーテルにてTCAを除いたものを 1C-活性の測定に用いた.なお,このエーテル洗液中
の放射能は /ミッククラウン トに等しかった. TCA 抽出後の沈細物のエーテル抽出液は迫二
揺,;イ7ル ピソにとり,室温で蒸発岨吃させた後,下記の糾伐の トルエ ソシンチ レーター
を 10ml加えて測定した. エーテル仙出後の残池はその一部 あるいは 全部を/ミイアル ビ
ンに移し,-イア ミソ10Xを 0.5meあるいは lmCを加え, 毎封して 1晩約50oCの熱
凪 ･.'7J煉Tt糾 】でとかし,15mCの トルエンシンチレーターを加えて測定 した,
o ジオキサン Oトルエソ
シンチレーター シ′ソテレ一々-
ジオキサン 1′ トルエン 1g
ppo 6g ppo 4g
popop 0.275g popop 0.1g
ナ731リソ 112g
ペーパークロマ トグラフ ィー
前報 (1972)によりブタノ-ル :ピリシン :水-6:4:3の朕闇溶媒て巌仙した.帆柁





第 1嚢と弟 2表は HC-glucoseと 14C-UDPG v)江別 24Ll抑jj後に 各紬 ;ikへ 取 り込まれ
た'4C ならびに炭酸ガスとして放出された_14Cの測合を%で示したものである. 4℃ のよ
うな低温に.kL､た時には血 リンパ中に椴も多(14Cがみられた,しかし,7E.LliL=が 卜引する
第1表 'lC-glucose托射24時間後の各 ;/'12滋 14C-UDPG注射24時間後の各
組織への14Cのとりこみ調合
這 二･ 二 雪雲~r4盲17 5oCT 50占
血 リ ン パ 434 351 16.0
刑 化 管 3.4 3,6 2.1
'iBの 笠 机 芸 】366
4.3
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かし,tic-CDPG 汁射,I)ものでは 25℃ でL､L'-･fl以上の1`-Cが血 リンパ中にみられ,朕慨
ガスへの 附 子は少なかった.すなわち,14C-glucose沌帥 こ比べ各飢餓-の移1J-ならびに
j)i頼ガスへの代謝が非常に遅いことがわか1[=.第 日実は,'1Jr2図は炭酸ガスとして抑 Liさ
れた14C を時間を迫ってふたものである.).IC-glucose注射の ものでは,各組度とも1時
rH･腰 にはすでにL4Cが以恨カスに代謝され排.Hiされているのに対し,14C-UDPG i･川 のも
のでは1時間後25℃ でわずかにL;腰 ガス車 こJ4Cが棟出されるのみであった,第3袈と
第 4表は各紙織における各抽出分LiI仲 に抽出される1-C E誌を%で示したものである.14C-
g】ucose,14CIU工)PG とも各別紙において付出Lほど80%エタノール11L出分I.hl中に1Cが多
くみられ,温度が高くなるにつれて TCA.紙什物,エーテルの各分JIbi巾に1Cが多く7*ら
れるようにな-'た.第 5架と第6表は80%ェクノールで 柚LIJ,される榊の紬 UL,.61ベるた
1 4 8
5ji'2図 1-C-UDPGiji.hJ24時佃1州 に C02に代.-mされた ･一Cの7,IJ令
員13-R HC-glucoseH=.射24時間紋の組純 別 の各軸州./JlLn仲 の14Cの別命
--:-___二 I 了ノー/レ
い 肖 化 骨 2.15
4℃ 脂 肪 体 339
そ の 他 組 約 18.08
消 化 管 145
脂 肪 体 256
三プ 他組 織 E 9.44
消 化 17: 0.99
脂 肪 体 1,74
そ の 他 組 純 7,50
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二 二 _ ∴ ∴
5%TCA lエーテル
蔓 の 蓋 組 藁 葺 …:…6! .芋三…
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組 織 I 血 リ ン パ





原 点 174･4 64･3 66･3E602 46･7 33･4134･0 23･3 167 67-0 590 437
未 知 物 質 6.4 】5.9 19,7】26.6 32,8 43.2J123 271 33.3 2】0 33.I 422
トレ-ロース 14.6 174 ]0.8
クル コース 2.4 1.7 1.6
グリセ｡_ル lo.2 0.3 0,3 ~_ 一 二 ∴ _l
(%)
めにベーパ-クロマ トグラフィーを用いて分推 した結果である.ペーパーを7部分に分け
全体を 100とした時,各々の部分の占める割合を%で示 した.各組織 とも温度が高 くなる
ほど原点の占める割合が減少 し Rf値の低い未知物JFIの占める割合が高 くな った.脂肪体










invitroで locustの脂肪体抽出液で UDPG とグルコース61)ソ酸よりトレ-p-スが
合成されることをみた.MurphyandWyatt(1965)ばinvitroて七クロピア爺の幼虫
の脂肪体で反応液中に トレ/､ロースが加えられない時には HC-glLICOSeは トレノ､ロースに
とりこまれ, トレノ､ロ-スが存在する峠には トレノ､p-スとグ1)コーゲソの両方にとりこ





】4CIUDPG江別したものの血 リンパ中に非常に多くの1-Cが残存してわり各組鵠 ＼叫 転















andKilby(1962).BadeandWyatt(1962)は locustと七タロビア蚕 で 14C-glucose








ニカメイカ非休眠終令幼虫における 14C-glucose と HC-UDPG の温度による代謝i密度
の追い,ならびに各組織での代謝物のとりこ7Lの追いをなた.
HC一glucose も 14C-UDPG も共に温度によって 代謝速度が兇なり, 4℃,15℃,25c
において温度か高くなるほど各飢餓への移行ならびに灰恨ガスとして排TILJ.される14C は多
くなったが, 4℃のような低温においてもこれらの代謝清作は高かった.
14C-glucose 往肘と 14C-UDPG 注射で 代.ljalが 非常に異 っていた.'1C-Ur)PG を注射
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